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This study quantitatively analyzed Japan’s energy security, which has been greatly exposed to change by Fukushima 

accident, based on fuzzy logic by using 20 indicators composing the 4As-framework suggested by APERC. 
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1. 緒言 

福島原発事故は、我が国に政治的、経済的、社会的に大きな影響を及ぼすとともに、我が国のエネルギー

セキュリティの脆弱性をより一層露呈させる出来事となった。福島原発事故を契機に大きな変化にさらされ

ている我が国にとって、エネルギーセキュリティをより堅固にするために今後進むべき道を明らかにするこ

とは極めて重要であるという観点から、本研究では、ファジィ理論に基づくエネルギーセキュリティの定量

的分析を通じて、福島原発事故の影響評価ならびに我が国のエネルギーセキュリティの構造分析を行った。 

2. 評価手法 

 まず、Availability, Accessibility, Affordability, Acceptability の 4

つの側面から構成される“4As”フレームワーク[1]に基づいてエ

ネルギーセキュリティを概念化し、特に原子力人材や放射性廃

棄物など原子力利用に関連する指標を含めて指標の選定を行っ

た。その後、ファジィ理論を応用したファジィ推論ならびに

Fuzzy-DEMATEL法を用いて、福島原発事故前後の我が国のエネ

ルギーセキュリティの定量評価、そして、我が国のエネルギーセ

キュリティを構成する因子間の相互影響関係の分析を行った。 

3. 結果 

 我が国のエネルギーセキュリティは、福島原発事故によっ

て経済や環境、社会的な側面において大きな影響を受けたが、

2012年以降は回復傾向にあることが分かった（図 1）。また、

本研究で用いたエネルギーセキュリティの構成因子のうち、

原子炉稼働のハードルが最も影響力の大きいファクターであ

ることが定量的に示された（図 2）。我が国にとって、Availability

の強化がエネルギーセキュリティ上の最重要課題であり、原

子炉を稼働させるための諸問題に取り組むことが最もエネル

ギーセキュリティの向上に資することが示唆された。 
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図 1. 2008-2013 年の我が国のエネルギーセキュリティの推移 

図 2. エネルギーセキュリティ構成因子の Cause-effect relation diagram 
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